
需要に応じた多様な米の産地づくり
活動期間：令和元年度～令和３年度

〇北信地域は特A産地を抱えるブランド米地域だが、米価低下に加え、「コシ
ヒカリ」への偏重、担い手経営体への作業集中等の問題が顕在化し、労力分
散と需要に応える品種の再構成等が課題となっていた。
〇そこで、普及指導センターでは、関係機関とともに需要の見込める業務用
米等の推進と長野県オリジナル新酒米品種「山恵錦」の契約栽培の推進を
図った。
〇その結果、業務用米等３品種の栽培面積が1.5倍に拡大し、酒蔵との契約
栽培による特徴的な酒米生産の取り組みが定着した。

具体的な成果

１ 業務用米等の生産拡大
ア 作期分散と多収性の経営効果
■重点対象経営体での品種構成モデルに
基づく品種転換推進（以前→R3）

ほむすめ舞：9/上収穫・0→5％
コシヒカリ：9/中～10/中収穫・100→80％
風さやか：10/上中収穫・0→10％
あきだわら：10/中下収穫・0→5%

■多収性の明確化
主力品種コシヒカリ（500㎏程度）に比べ
３品種の収量は10～40％高い。

イ 地域への定着（H30→R3）
ほむすめ舞：0.3a→20ha
風さやか：190ha→312ha
あきだわら：22ha→34ha

２ 酒蔵と連携した「山恵錦」の契約栽培推
進 （H30→R3）

契約農業者数：３者→４者
契約酒蔵数 ：３社→４社

普及指導員の活動

１ 業務用米等の生産拡大
・品種比較・施肥量試験（R1～R3）
特性、作期分散、収量を評価し、品種選定

・炊飯米試食会（R1）
重点対象者や関係機関の関心を高めた。

・重点対象経営体への経営調査（R1）
・「ほむすめ舞」「風さやか」「あきだわら」の
栽培マニュアル作成（R2）
講習会や重点対象指導（R2～R3）に活用

２ 酒蔵と連携した「山恵錦」の契約栽培推
進
・契約栽培農業者への支援（R1～R3）
酒蔵要望に基づく品質改善、「信州の環

境にやさしい農産物」認証へ栽培個別支援
・各酒蔵との意見交換（R2～R3）
各社の特徴や要望の聞き取り、契約栽培

ほ場の生育情報をフィードバック。
・酒蔵、契約栽培者研修会（R2）
栽培と醸造の両面から研修し、意識統一

を図った。

普及指導員だからできたこと

栽培技術や経営の専門性にもとづき、労
力分散となる品種構成や経営改善効果を
提案し、産地を誘導した。

各酒蔵からの要望や情報を契約栽培者に
つなぎ、品質改善に結びつけ、契約栽培の
枠を超えた「山恵錦」の情報交換の場を組
み立てた。

長野県
【重点プロジェクト計画】
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長野県 
需要に応じた多様な米の産地づくり 

 
活動期間：令和元年度～令和３年度 

 
１．取組の背景 

北信地域は特Ａ産地を抱えるブランド米地域であるが、近年の米価低下に

加え、「コシヒカリ」への偏重、担い手経営体への作業集中等の問題が顕在化

し、労力分散と需要に応える品種の再構成が課題となっている。 

一方、酒造好適米として、県で新たに育成された「山恵錦」の栽培が平成 30

年度から始まり、地域ブランド酒の原料米として期待されている。 

そこで、近年需要の高まっている外食、中食産業向けの業務用米等の生産拡

大を進め、労力分散を考慮した品種構成を提案するとともに、県オリジナル品

種「山恵錦」の契約栽培を推進し、地元酒蔵等と連携した地域ブランド酒の開

発・商品化を進めるため、令和元年度から令和３年度までの３年間、重点課題

として取り組んだ。 
 
２．活動内容（詳細） 
（１）業務用米等の生産拡大 

ア 業務用米等の栽培方法確立と作付け推進 

   推進する業務用米等の品種選定を行うため、品種比較試験ほを設置し、

当地域における早晩性や収量性を調査した。有望品種については、施肥量

の違いによる収量向上効果を確認するため、施肥試験を行った。 

   また、ＪＡと連携し業務用米等の試食会を実施し、実需者との意見交換

を行い、求められるニーズや意向を把握した。 

これらの取り組みから、早晩性や収量性、実需者ニーズを考慮し、「ほ

むすめ舞」「風さやか」「あきだわら」を中心に推進していくこととし

た。 

   「風さやか」については、県作成栽培マニュアル及び地域毎の栽培指針を

活用し、「ほむすめ舞」「あきだわら」については、栽培・推進チラシを作

成し、推進を図った。また、品質・収量向上にむけて、生育期間中に栽培講

習会を行い、年末には水田作検討会を開催し、年間の反省と次年度課題への

対応検討などを実施した。 
  

イ 水稲の作期分散を考慮した品種構成モデルの提案 

令和元年度に業務用米等を栽培する４戸の大規模水稲生産法人に対し 

て、経営調査を実施し、農業経営計画支援システム・AGRIX NAGANOに調査

データを組み込み、経営シミュレーションを行った。 

その結果、収益を維持しつつ、９月下旬に集中する収穫期の労働時間を分

散できることが確認されたため、作期分散を考慮した品種構成モデルを作

成し、重点対象経営体に提案した。 
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【「ほむすめ」栽培推進チラシ】   【「あきだわら」栽培推進チラシ】 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）酒蔵と連携した「山恵錦」の契約栽培推進 

ア 「山恵錦」の安定生産と品質向上 

   「山恵錦」のブランド化を進めるため、令和元年度は特別栽培基準による

技術確立を目指し、基肥と追肥の資材や量について検討を行う現地実証ほ

を２カ所設置した。 

   令和２年度以降は、契約栽培を行っている各生産者のほ場の生育調査や

収量・品質調査を行いつつ、栽培指導を行った。 

イ 「山恵錦」による地域ブランド酒の開発支援と振興 

令和元年度に管内で「山恵錦」を原料米としている酒蔵３社に対し、それ

ぞれから本品種の用途などについての意向などを聴取した。 

   また、実需者と生産者の結びつきを強め、高品質生産を行うため、生産者

と酒蔵、農業試験場ほか関係者での意見交換会を提案した。 

    【「風さやか」栽培講習会】       【業務用米等の試食会】 
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   令和２年度以降は、生育や品質調査結果等を酒蔵に情報提供するととも

に、酒蔵、生産者を対象とした研修会を開催した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．具体的な成果（詳細） 
（１）業務用米等の生産拡大 

作成したマニュアルやチラシを活用し、栽培講習会での情報提供等を行っ

たほか、令和元年度には「ほむすめ舞」「あきだわら」の試食会を開催し、業

務用米等に対する取り組み意欲を高めることができた。 
また、重点対象経営体を中心に、農業経営計画支援システム・AGRIX NAGANO

により作成した品種構成モデルの具体的な提案を行い、品種転換を推進した

ところ、「ほむすめ舞」「風さやか」「あきだわら」導入の必要性が認識され、

「コシヒカリ」から品種転換を行おうという意識改革につながった。 

  こられの取組により、「ほむすめ舞」が 0.3ha から２ha、「風さやか」が

190haから 312ha、「あきだわら」が 22haから 34haに栽培面積が増加した。

特に「風さやか」については、地域の基幹品種の一つとして位置付けることが

できた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【AGRIX NAGAOによる品種構成モデル】 

 

 

【生育調査風景】            【酒米「山恵錦」研修会】 
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【栽培面積推移】 

 
（２）酒蔵と連携した「山恵錦」の契約栽培推進 

前述の調査結果をふまえ、特別栽培による「山恵錦」の導入を推進したと

ころ、令和２年度から、管内の酒蔵１社が自ら、農薬・化学肥料を使用せず

に「山恵錦」の栽培を開始した。また、令和３年度には生産者１戸が新たに

「山恵錦」の契約栽培を行うこととなった。これらの「山恵錦」は全て特別

栽培に準じた栽培をしており、１生産者を除いて県の進める「信州の環境に

やさしい農産物」の認証を得ている。 

また、各酒蔵との意見交換から、望む品質として「千粒重増加と胴割粒の 
混入防止」が挙げられたため、適期追肥・適期収穫を重点的に指導した。一

部の酒蔵からは、ミネラル含有量について求める声もあり、生産者と協力

し、酒米中の苦土含有量を増加することができないか検討し、その結果を実

需者と情報共有した。 
   これらの取り組みにより、「山恵錦」の契約生産者と酒蔵数が各１戸（社）

増加したが、コロナ禍により、日本酒需要が落ち込んだことなどから栽培面

積の増加にはつなげることができなかった。しかし、酒蔵との情報交換の場

を設けることで、生産者と実需者双方の理解が深まり、契約栽培の継続につ

なげることができた。 
 
  【栽培面積推移】 

 
平成 30 年度 
（取組前） 

令和元年度 
（１年目） 

令和２年度 
（２年目） 

令和３年度 
（最終年） 

「山恵錦」栽培面積 2.0ha 2.0ha 1.4ha 2.0ha 

契約生産者数 ３ ２ ３ ４ 

契約酒蔵数 ３ ３ ４ ４ 

 
４．農家等からの評価・コメント 
（１）業務用米等生産者（飯山市Ａ法人） 

   業務用米は「コシヒカリ」と比べて倒伏しにくく栽培しやすい。早生品種

の「ほむすめ舞」は収量性が今一つであるが、収穫時期の分散や酒米からの

転換で今後も作付けしていく。「風さやか」は実需からの引き合いもあり、

収量性も良い。今後は全体面積の 1/3を「コシヒカリ」以外の品種に転換し

ていければと考えている。 

（２）酒米「山恵錦」生産者（中野市Ｂ法人） 

   今後も契約栽培を続けていく。栽培方法は特別栽培で行うが、実需者と連

携し、酒粕や醤油粕を用いた循環型農業に取り組んでいきたいので、引き続

き支援をお願いする。 

品 種 平成 30年度 

（取組前） 

令和元年度 

（１年目） 

令和２年度 

（２年目） 

令和３年度 

（最終年） 

ほむすめ舞 0.3ha 3.9ha 14.9ha 20.2ha 

風さやか 190.0ha 225.0ha 230.0ha 312.0ha 

あきだわら 22.6ha 28.4ha 36.9ha 34.5ha 
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５．普及指導員のコメント 

（北信農業農村支援センター技術経営普及課 課長補佐 近藤義彦） 

  活動した地域は水稲を中心とした経営体が多く、主食用米以外で収入を確

保していくことが大きな課題である。こうした中、業務用米、酒米ともに契約

による販売先確保は手段の一つである。主食用米も含め、地域としての特色を

活かしつつ、今後も魅力ある産地として選ばれるよう支援していきたい。 
 
６．現状・今後の展開等 
（１）業務用米等について 

 「ほむすめ舞」「あきだわら」については引き続き、生育調査を行い栽培

指針の見直しを行う。また、実需者ニーズを意識しつつ、より当地域にあっ

た品種の導入についてＪＡと連携して検討を行う。「風さやか」については、

「コシヒカリ」の高温登熟対策等の観点からも、引き続き現地での作付面積

の拡大を図る。 

（２）酒米「山恵錦」について 

農薬、化学肥料を低減した栽培について引き続き指導するとともに、未利

用有機物の施肥試験及び苦土含有量向上試験を継続し、酒蔵に対して魅力ある

原料の提供ができるよう推進していく。 

また、市町村、地域振興局、商工関係者等とも連携しながら、地場産原料

として消費者に語れる酒米づくりを提案し、地域ブランド酒の開発・商品化

を推進する。 


